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労
に
入
っ
た
が
分
会
活
動
が
イ
マ
イ
チ
。
東
労

組
と
変
わ
ら
な
い
。
差
が
見
え
な
け
れ
ば
拡
大

で
き
な
い
」

　

Ａ
車
両
セ
ン
タ
ー
で
は
「
新
採
者
配
属
日
の

朝
に
三
役
が
門
で
待
ち
、
そ
こ
で
国
労
の
説
明
。

二
三
年
間
や
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
か
ら
、
会

社
や
東
労
組
の
目
が
気
に
な
っ
て
ド
キ
ド
キ
。

来
年
も
何
か
考
え
た
い
」

　

Ａ
電
力
技
セ
は
「
若
い
人
に
仕
事
が
集
中
し

残
業
・
早
出
が
当
た
り
前
。
国
労
の
人
は
超
勤
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国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

九
月
五
～
六
日
に
三
浦
市
の
マ
ホ
ロ
バ
マ

イ
ン
ズ
三
浦
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
「
第

一
七
回
組
織
拡
大
・
労
働
条
件
経
験
交
流
集

会
」
を
各
地
区
本
部
・
支
部
な
ど
か
ら
八
四

名
の
参
加
で
開
催
し
た
。
従
来
は
一
日
開
催

だ
っ
た
が
、
今
回
は
よ
り
議
論
・
交
流
を
深

め
一
層
組
織
強
化
・
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い

こ
う
と
い
う
事
で
初
め
て
一
泊
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

一
三
時
の
受
付
開
始
か
ら
開
会
ま
で
の
時
間

を
利
用
し
て
、
分
割
・
民
営
化
前
後
に
製
作
さ

れ
た
「
闘
い
の
足
跡
」
を
上
映
。
そ
の
後
一
三

時
四
五
分
に
開
会
。
石
上
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
「
民
主
党
が
勝
利
。
不
採
用
問
題
の
政
治

解
決
を
図
る
。
安
全
安
定
輸
送
を
守
る
為
、
労

働
組
合
の
使
命
を
果
た
す
。
組
織
拡
大
を
大
胆

に
取
り
組
む
」
と
い
っ
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

次
に
東
日
本
武
田
組
織
部
長
か
ら
東
日
本
に
お

け
る
組
織
強
化
・
拡
大
の
現
状
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
最
近
国
労
加
入
の
あ
っ
た
東
戸
塚
駅
分

会
・
中
野
電
車
区
分
会
・
西
国
分
寺
駅
連
分
会

か
ら
取
り
組
み
や
加
入
の
経
緯
の
報
告
が
あ
り

「
東
労
組
の
人
に
不
満
が
多
い
。
国
労
の
ほ
う
が

要
求
運
動
が
あ
る
。
国
労
が
職
場
の
中
心
に
い

た
。
加
入
後
妨
害
も
な
か
っ
た
」
な
ど
の
話
が

さ
れ
た
。

　

次
に
宮
﨑
組
織
部
長
か
ら
基
調
提
起
が
あ
り
、

そ
の
後
八
つ
に
分
か
れ
て
二
時
間
の
分
散
会
に

入
っ
た
。
終
了
後
は
全
体
交
流
を
兼
ね
た
夕
食
。

そ
の
後
交
流
は
深
夜
ま
で
延
々
と
続
い
た
。

　

二
日
目
は
前
日
の
分
散
会
の
中
身
を
受
け
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
前

日
の
分
散
会
で
座
長
を
し
た
八
名
が
パ
ネ
ラ
ー

と
な
り
、
前
日
の
分
散
会
で
出
さ
れ
た
様
々
な

報
告
の
う
ち
、
更
に
深
く
聞
い
て
み
た
い
、
全

体
に
広
め
た
い
と
い
っ
た
部
分
を
パ
ネ
ラ
ー
や

参
加
者
に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

　

青
年
部
・
青
対
分
散
会
か
ら
「
国
労
は
き
ち

ん
と
言
っ
て
く
れ
る
」「
青
年
部
か
ら
見
て
も『
今

の
若
い
人
は
わ
か
ら
な
い
…
』
と
い
う
声
」「
国

　
「
私
の
周
り
に
は
、
い
つ
も
国
労
の
仲
間
た
ち

が
い
た
。
早
く
国
労
に
帰
っ
て
来
い
と
、
ず
っ

と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
仲
間
た

ち
と
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
」
九
月
一
日
付
け

で
、
未
加
入
か
ら
国
労
復
帰
・
加
入
し
た
木
戸
さ

ん
（
五
八
歳
）
は
、
同
月
十
日
に
大
井
工
場
支
部

が
主
催
し
た
「
歓
迎
会
」
で
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

　

木
戸
さ
ん
は
、
自
ら
の
気
持
ち
か
ら
五
年
前
に

国
労
か
ら
離
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
分
会
は

以
前
と
変
わ
ら
ず
に
木
戸
さ
ん
と
接
し
て
き
た
。

そ
の
思
い
が
、
木
戸
さ
ん
の
心
を
と
ら
え
て
い

た
。

　

歓
迎
会
は
、
佐
藤
支
部
書
記
長
の
開
会
挨
拶
で

進
め
ら
れ
、
大
平
支
部
委
員
長
は
、「
仲
間
を
大

切
に
、
仲
間
と
と
も
に
闘
う
、
と
い
う
木
戸
さ
ん

の
気
持
ち
を
受
け
止
め
た
い
」
と
主
催
者
挨
拶
。

続
い
て
、
小
池
国
労
本
部
業
務
部
長
、
伊
藤
東
日

本
本
部
委
員
長
が
激
励
の
挨
拶
。
宮
﨑
地
本
組
織

部
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
、
組
織
拡
大
に
向
け
て
、

地
に
足
を
着
け
た
運
動
を
積
み
上
げ
て
い
く
」
と

激
励
し
た
。

　

そ
し
て
、
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
や
、
各

分
会
の
代
表
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
激
励
と
組
織

拡
大
に
向
け
た
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
れ
に
応

え
て
木
村
支
部
副
委
員
長
は
「
全
分
会
か
ら
も
う

一
人
の
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
全
力
を

あ
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

少
な
い
。
ベ
テ
ラ
ン
の
人
に
頼
み

づ
ら
い
気
持
ち
が
あ
る
事
が
わ

か
っ
た
。
メ
セ
長
含
め
て
話
し
合

い
を
し
て
全
体
で
仕
事
を
プ
ー
ル

す
る
形
に
変
え
、
若
い
人
の
負
担

を
減
ら
し
た
」

　

Ａ
駅
か
ら
は
「
Ｂ
駅
で
若
手
の

リ
ー
ダ
ー
格
だ
っ
た
Ｃ
君
が
異
動

し
て
き
た
。
仕
事
が
多
く
押
し
付

け
ら
れ
、
上
と
下
の
板
ば
さ
み
に

な
っ
て
う
つ
病
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
Ａ
駅
は
国
労
が
多
い
が
、
小

集
団
含
め
て
彼
一
人
に
し
な
い
で

私
た
ち
か
ら
入
っ
て
行
く
こ
と
に

し
た
」
と
い
っ
た
様
々
な
報
告
が

さ
れ
た
。

　

最
後
に
松
川
書
記
長
の
ま
と
め

で
は
「
会
社
と
一
括
和
解
を
し
た

事
で
全
体
が
や
る
気
に
な
っ
て
い

る
。
国
労
に
加
入
し
て
く
れ
た
若

い
人
が
希
望
を
持
っ
て
活
動
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
」
な

ど
の
話
が
さ
れ
た
。
最
後
に
松
尾

青
年
部
長
の
組
織
拡
大
に
向
け
た

力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
二
日

間
の
集
会
が
終
了
し
た
。
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決
勝
戦
と
三
位
決
定
戦
は
少
し
休
憩
を
は
さ
み
、

決
勝
戦
は
八
王
子
Ａ
対
新
橋
Ａ
、
三
位
決
定
戦
は
神

奈
川
Ａ
対
八
王
子
Ｂ
の
組
み
合
わ
せ
で
行
わ
れ
た
。

決
勝
で
は
八
王
子
Ａ
は
三
回
ま
で
一
対
二
と
新
橋

Ａ
に
先
行
さ
れ
た
が
、
四
回
か
ら
リ
リ
ー
フ
し
た

緑
川
投
手
（
八
王
子
運
輸
区
）
が
新
橋
Ａ
に
一
点

も
許
さ
ず
、
そ
の
間
に
三
点
を
も
ぎ
取
っ
た
八
王

子
Ａ
が
逆
転
勝
ち
で
優
勝
を
飾
っ
た
。
八
王
子
の

優
勝
は
実
に
二
二
年
ぶ
り
で
そ
の
喜
び
も
ひ
と
し

お
だ
っ
た
。

　

最
後
に
閉
会
式
で
各
チ
ー
ム
と
個
人
賞
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
石
上
大
会
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
坂

本
審
判
長
の
講
評
が
行
わ
れ
第
三
七
回
国
労
東
京

委
員
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
の
幕
が
閉
じ
た
。

　

国
労
東
京
野
球
大
会
二
日
目
は
九
月
三
日
に

大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
一
回
戦
・

二
回
戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
四
チ
ー
ム
（
八
王
子

Ａ
・
八
王
子
Ｂ
・
新
橋
Ａ
・
神
奈
川
Ａ
）
に
よ

る
準
決
勝
・
決
勝
・
三
位
決
定
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

準
決
勝
の
新
橋
Ａ
（
東
京
駅
）
対
八
王
子
Ｂ
（
豊

田
車
セ
）
の
試
合
は
新
橋
Ａ
が
八
王
子
Ｂ
を
、
最
終

回
の
大
野
選
手
（
豊
田
車
セ
）
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
一

点
に
抑
え
て
決
勝
進
出
。
も
う
一
試
合
の
神
奈
川

Ａ
（
中
原
電
車
区
）
対
八
王
子
Ａ
（
八
王
子
地
区
協
）

の
試
合
は
五
回
ま
で
二
（
神
Ａ
）
対
三
（
八
Ａ
）
の

均
衡
し
た
試
合
だ
っ
た
が
、
最
終
回
の
六
回
表
に
神

奈
川
Ａ
が
四
点
を
入
れ
勝
負
あ
っ
た
か
に
見
え
た
。

し
か
し
そ
の
裏
、
八
王
子
は
連
打
に
足
を
か
ら
め
一

点
差
と
し
、
水
越
選
手
（
立
川
車
掌
区
）
の
タ
イ
ム

リ
ー
で
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
決
勝
に
進
出
し
た
。

 

東

貨

協

が

 

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
交
流
会

　

現
在
東
京
自
動
車
分
会
の
組
織
人
員
は
一
三

名
。
東
京
支
店
全
体
で
は
約
一
三
〇
名
で
す
。

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
か
ら
の
出
向
が
約
三
〇

名
、
バ
ス
関
東
社
員
は
約
一
〇
〇
名
で
す
。
組
織
の

拡
大
も
元
地
本
青
年
部
長
の
坂
本
和
彦
君
が
加
入

以
来
、
約
一
五
年
新
規
加
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。
坂
本

君
が
加
入
時
は
、
後
に
続
く
状
況
が
有
っ
た
の
に
、

坂
本
君
の
不
当
配
転
に
よ
り
、
芽
を
摘
ま
れ
て
し
ま

い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
も
バ
ス
社
員

に
対
し
、
粘
り
強
く
接
し
、
対
話
を
続
け
組
織
拡
大

に
向
け
た
活
動
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

業
務
の
内
容
は
主
に
路
線
バ
ス
の
運
転
業
務
。
勤

務
の
問
題
点
は
東
労
組
が
定
期
的
に
団
交
を
行
っ

て
お
り
、
国
労
に
対
し
て
は
何
も
提
案
、
説
明
も

無
く
、
東
労
組
掲
示
板
で
、
変
更
点
を
知
り
、
説

明
を
求
め
、
話
し
を
す
る
事
に
な
る
が
、
会
社
の

対
応
は
「
第
一
組
合
が
了
解
し
て
い
ま
す
」「
も
う

決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
実
施
し
ま
す
」
等
、
会
社

と
国
労
の
和
解
が
成
立
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
労
敵
視
の
施
策
に
変
化
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の

　

九
月
一
九
日
、
東
京
貨
物
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
」
を
開
催
し
、
二
〇
名
を

越
え
る
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
り
、
今
年
も

当
初
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
す
ら
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
貨
物
組
合
員
の
開
催
へ
向
け
た

熱
い
思
い
が
、
台
風
を
も
遠
ざ
け
る
結
果
？
と
な

り
、
時
々
、
晴
れ
間
も
さ
す
ほ
ど
の
天
候
に
恵
ま

れ
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
夜
勤
明
け
に
よ
る
疲
労
の
中
で
も
遠

方
か
ら
現
地
に
向
か
っ
て
き
て
い
る
仲
間
た
ち
を

待
っ
て
、
開
始
予
定
時
刻
は
大
幅
に
遅
ら
せ
て
全

員
集
合
し
て
か
ら
開
会
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
メ
ン
バ
ー
は
、
朝
八
時
半
か
ら
準
備
を

始
め
、
東
京
貨
物
協
議
会
・
榎
戸
副
議
長
に
よ
る
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が
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
二
年
前
に
約
三
〇
〇
ｋ
ｍ
離
れ

た
、
静
岡
県
浜
名
湖
近
く
の
三
ヶ
日
営
業
所
を
立
ち

上
げ
、
二
年
間
の
転
勤
を
強
制
的
に
実
施
。
東
京
支

店
か
ら
八
名
の
転
勤
者
で
、
国
労
は
分
会
長
、
書
記

長
の
二
名
が
選
ば
れ
組
織
の
弱
体
化
を
狙
っ
た
発

令
を
実
施
。
苦
情
処
理
を
か
け
て
も
、
明
確
な
理
由

も
聞
け
な
い
ま
ま
転
勤
。
今
年
の
七
・
八
月
に
は
二

回
目
の
二
年
間
の
転
勤
を
実
施
。
今
回
も
国
労
組
合

員
も
二
名
を
入
れ
替
え
た
形
に
し
、
東
労
組
も
「
意

味
の
な
い
転
勤
で
、
助
勤
体
制
で
十
分
。」
と
言
っ

た
声
も
聞
か
ず
に
強
行
さ
れ
た
。

　

会
社
の
体
制
は
国
労
無
視
だ
け
で
は
な
く
、
東
労

組
無
視
に
走
り
、
思
う
ま
ま
に
業
務
内
容
の
変
更
、

改
悪
も
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
一
方
的
な

労
使
関
係
を
打
破
す
べ
く
、
些
細
な
事
も
直
接
交

渉
、
問
題
点
を
解
決
し
、
働
き
易
い
職
場
環
境
を
作

り
上
げ
、
主
導
権
を
取
り
戻
す
事
が
出
来
る
よ
う

に
、
東
京
自
動
車
分
会
組
合
員
一
丸
と
な
り
行
動
を

起
こ
し
ま
す
。

司
会
進
行
に
よ
り
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て
長
島
議

長
か
ら
「
本
日
の
交
流
会
を
契
機
に
ま
た
東
京
貨

物
協
議
会
も
奮
闘
し
て
い
こ
う
」
と
の
決
意
や
、

来
賓
挨
拶
で
は
東
日
本
本
部
・
平
田
特
別
執
行
委

員
よ
り
「
東
日
本
本
部
と
し
て
も
支
社
交
渉
を
含

め
労
働
条
件
改
善
に
向
け
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
」
な
ど
の
挨
拶
を
受
け
、
そ
の
後
は
、
自
己
紹

介
へ
と
場
を
う
つ
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
初
、
自
己
紹
介
も
「
二
〇
秒
」
と
い
う
時
間

制
限
を
設
け
ま
し
た
が
、
ふ
だ
ん
は
な
か
な
か
会

え
な
い
仲
間
同
士
と
い
う
事
か
ら
、
積
も
る
話
も

多
々
あ
り
、
職
場
に
お
け
る
問
題
点
、
出
向
先
の

現
状
や
若
い
仲
間
と
の
関
わ
り
の
話
な
ど
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て

国
労
加
入
し
た
二
人
の
仲
間
も
参
加
し
て
お
り
「
昨

年
ま
で
は
他
労
組
と
し
て
の
参
加
で
し
た
が
、
今

年
は
胸
を
張
っ
て
参
加
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
力
強
い
決
意
も
話
さ

れ
、「
明
日
か
ら
職
場
に
戻
っ
て
頑
張
ろ
う
」
と
い

う
決
意
を
固
め
合
う
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
記
念
撮
影
と
い
う
事
で
、
全
員
で
川

を
バ
ッ
ク
に
、
思
い
思
い
の
ポ
ー
ズ
を
と
り
な
が

ら
交
流
会
を
終
了
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

仲
間
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
来
年

は
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
仲
間
が
結
集
す
る
よ
う

が
ん
ば
ろ
う
！

〔
東
京
自
動
車
分
会
の
み
な
さ
ん
〕


